
令和３年度 学校評価

相生学院高等学校



１　相生学院高等学校概要

　　　　　　　　相生学院高等学校は、兵庫県相生市を所在地とする株式会社立の広域通信制の高等学校である。

　　　　　　　　学科は普通科のみであるが更に普通通信科と普通特進科に分かれている。

　　　　　　　　現在　生徒数は536名在籍している。

２　相生学院高等学校教育目標

３　令和３年度重点目標

４　学校評価に対する評価基準

　　　「４」　･････　達成できている
　
   　　「３」　･････　概ね達成できている

　　　「２」　･････　あまり達成できていない

　　　「１」　･････　達成できていない

 
 

 ・自ら学び、生きる原動力に変えることのできる人材を育成する。 
 

 ・独立自尊の気概をもち、自他を愛することのできる人材を育成する。 
 

 ・自ら考え行動し、己を源とすることのできる人材を育成する。 
 
 

 ・国際感覚が豊かで、世界平和に貢献できる人材を育成する。 

  

 ①生徒が望む学びの場の創造。生徒が生徒を呼んでくる学校づくり。 
 
 

 ②「確かな学力」の定着を図り、距離にとらわれない教育の推進と特色が出せる教育。 
 

 ③ITツールのより一層の運用、IT教育の充実。 

 
 

 ④地域、市、企業との連携強化。 



評　価　観　点 評　　　価

1 説明、板書、発問など、各教員の授業において指導性が発揮されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

2 視聴覚教材や教育機器などの材料･教具を適切に活用している。  ４ － ３ － ２ － １ 

3 体験的な学習や問題解決的な学習、生徒の興味･関心を生かした自主的･自発的な特色ある学習が行われている。  ４ － ３ － ２ － １ 

4 ティームティーチング指導などにおいて、教員間での協力的な指導がなされている。  ４ － ３ － ２ － １ 

5 学級内における生徒の様子や、学習に適した環境に整備されているかなど、学級経営が円滑に行われている。  ４ － ３ － ２ － １ 

6 コンピュータや情報通信ネットワークを効果的に活用した授業が行われている。  ４ － ３ － ２ － １ 

7 学習指導要領などにのっとり、生徒の発達段階に即した指導が適切になされている。  ４ － ３ － ２ － １ 

8
生徒の実態を踏まえた、個別指導やグループ別指導、習熟度に応じた指導、補充的な学習や発展的な学習など、個
に応じた指導が計画･実施されている。

 ４ － ３ － ２ － １ 

9 学校の教育課程の編成･実施の考え方について、教職員間に共通理解が図られている。  ４ － ３ － ２ － １ 

10 生徒の学力の状況を把握し、それを踏まえた適切な取組みがなされている。  ４ － ３ － ２ － １ 

11 生徒の学習について観点別学習状況の評価や評定などが適切に行われている。  ４ － ３ － ２ － １ 

12 学校図書館の計画的利用や、読書活動の推進に取り組んでいる。  ４ － ３ － ２ － １ 

13 体験活動、学校行事などが適切な管理体制のもとに実施されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

14 部活動など教育課程外の活動が、適切な管理体制のもとに実施されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

15 必要な教科等の指導体制が整備され、授業時数の配当が適切に行われている。  ４ － ３ － ２ － １ 

16 教育課程の編成・運営がPDCAサイクルに基づいて、改善されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

17 中高連携など学校間の円滑な接続に関する工夫がなされている。  ４ － ３ － ２ － １ 

上記事項などに対する改善策について

　　　家庭の通信環境に問題のある生徒には所属の学習センターによる受講。
　　　よりよいオンライン授業ができるように研究し、校内の環境を整えていく。
 　　PCに関しては、ITクリエイティブコース、情報処理コースの生徒に関しては全生徒PC購入をおこなっている。
　　より効果的なPCの活用方法を検証し次年度以降に生かしていく。

学校評価シート

【各教科等の状況】

1　授業等の状況

上記以外に特記すべき事項について

　　　感染症対策としてのオンライン授業も2年目となり、様々な状況を想定した対応ができるようになってきている。
　　　オンライン授業については生徒の受信環境にバラツキがあり、スマートフォンのバッテリー容量の問題であるとか
　　　試験をどのように感染症対策の中でするかという課題も残っている。
　　　スクーリングを相生本校でした場合にしても、ネットを使った授業を想定した場合の通信環境、Wi-Fi容量の問題等があり、
　　　生徒個々にPCの購入を課す必要も出てきている。



評　価　観　点 評　　　価

1 特別支援教育や特別支援学級と通常の学級の生徒との交流及び共同学習が適切に行われている。  ４ － ３ － ２ － １ 

2 医療、福祉など関係機関との連携が適切に図られている。  ４ － ３ － ２ － １ 

3 特別支援教育のための校内支援体制が適切に整備されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

4 個別の指導計画や教育支援計画が適切に作成されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

評　価　観　点 評　　　価

1 学校の教職員全体として進路指導に取り組む体制が整備されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

2 生徒の能力・適正等の理解に必要な個人的資料や、進路情報について、収集・活用している。  ４ － ３ － ２ － １ 

3 生徒の能力・適性等を発見するための工夫等が適切に行われている。  ４ － ３ － ２ － １ 

4 進路相談が適切に実施されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

5 適切な勤労観・職業観など主体的に進路を選択する能力・態度の育成のための指導がなされている。  ４ － ３ － ２ － １ 

6 保護者や地域社会、企業等と連携協力が図られている。  ４ － ３ － ２ － １ 

7 進路指導のための施設が整備されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

8 職場体験活動などが実施されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

上記事項などに対する改善策について

5については、より効果的な指導を目指すため総合的な探求の時間について内容を見直し今回変更申請を行っております。

上記事項などに対する改善策について

３　進路指導の状況

上記以外に特記すべき事項について

　　通信制高等学校であるため、普段アルバイト等に従事する生徒が多いが、一般の高校生に比しそれ相応の収入を得ることができるため
　　進路選択の際、就職に対する考え方が安易になり、フリーターの増加を招いている。
　　7 の日常の指導については、各学習センターにおいて実施されているので、進路コーナーとして設置している。

２　特別支援教育の状況

上記以外に特記すべき事項について

　特別支援のクラスを設けているわけではないが、各学習センターにて個々に対応している。
　レポート等にユニバーサルデザインのフォントで対応するなど、さまざまな教育的要求にこたえられるように年々改善をしていく。
　今年は特に補聴器をつけてる生徒への配慮を検討し、実施していっている。
　



評　価　観　点 評　　　価

1 学校の教職員全体として生徒指導に取り組む体制が整備されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

2 問題行動に適切に対処できている。  ４ － ３ － ２ － １ 

3 非行防止するための教室が実施されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

4 保護者や地域社会、関係機関等と連携協力が図られている。  ４ － ３ － ２ － １ 

5
生徒を対象とする保健（薬物乱用防止、心のケア等を含む）に関する体制整備や指導・相談が適切に実施されてい
る。

 ４ － ３ － ２ － １ 

6 家庭や地域の保健・医療機関等との連携が図られている。  ４ － ３ － ２ － １ 

7 法定の学校保健計画は作成・実施されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

8 日常の健康観察や疾病予防、生徒の自己健康管理能力向上のための取組み、健康診断が実施されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

評　価　観　点 評　　　価

1 自ら考え、自主的・自律的に行動でき、自らの言動に責任を負うことができるよう適切な指導を行っている。  ４ － ３ － ２ － １ 

2 保護者と連携協力して基本的な生活習慣を身につけさせる工夫がなされている。  ４ － ３ － ２ － １ 

3 生徒の適性を発見し能力を引き出し、それを発揮できるようにするための工夫がなされている。  ４ － ３ － ２ － １ 

4 豊かな人間関係づくりに向けた指導が適切になされている。  ４ － ３ － ２ － １ 

5 命の大切さや環境の保全などについて適切な指導を行っている。  ４ － ３ － ２ － １ 

6
社会の一員としての意識（公平、公正、勤労、奉仕、公共心、公聴心や情報モラルなど）について適切に指導を行っ
ている。

 ４ － ３ － ２ － １ 

7 規範意識の向上に向けた指導が適切に行われている。  ４ － ３ － ２ － １ 

　　3について、専門学校と連携し多様な授業体験、適正発見に尽力している。

上記事項などに対する改善策について

　
　健康診断に関しては学校保健法13条では「通信による教育を受ける学生を除く」との記載があるため、生徒に対しては任意での受診を
　奨励している。
　スクーリング時に、保健学習と非行防止教室・薬物乱用防止等の保健指導を計画している。

上記事項などに対する改善策について

２　生徒の人格発達の状況

上記以外に特記すべき事項について

【生徒の状況】

1　生徒指導の状況

上記以外に特記すべき事項について



評　価　観　点 評　　　価

1 学校事故等の緊急事態発生時に適切に対応できている。  ４ － ３ － ２ － １ 

2 家庭や地域の関係機関、団体との連携が図られている。  ４ － ３ － ２ － １ 

3 法定の学校安全計画や、学校防災計画等を作成し、定期的にAED活用法や防災訓練等を実施している。  ４ － ３ － ２ － １ 

4 危機管理マニュアル等は作成・活用されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

5
安全点検（通学路の安全点検を含む）や、教職員・生徒の安全対応能力の向上を図るための取り組みが適切に行
われている。

 ４ － ３ － ２ － １ 

　　　AEDの活用法はスクーリング時に消防署の協力を仰ぎ、講習会を開催していく方針です。（1月）
　　　また救急救命法の講習を企画中です。
　　　防災訓練はスクーリング期間中に小さいクラスに分けて実施予定です。（11月）

上記事項などに対する改善策について

3　安全管理の状況

上記以外に特記すべき事項について



評　価　観　点 評　　　価

1 校長など管理職は、教育目標等の達成に向けて、適切にリーダーシップを発揮し、他の教職員から信頼を得ている。  ４ － ３ － ２ － １ 

2 校務分掌や主任制が適切に機能するなど、学校の明確な運営・責任体制が整備されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

3 職員会議等が情報交換と課題検討・解決の場として有効的に機能している。  ４ － ３ － ２ － １ 

4 学校が管理する資金の経理（資金の管理、会計報告、監査等）が適切に行われている。  ４ － ３ － ２ － １ 

5 勤務時間管理や職専免研修の承認状況等、服務監督が適切に行われている。  ４ － ３ － ２ － １ 

6 各種文書や個人情報等の学校が保有する情報が適切に管理され、教職員に情報の取扱方針が周知されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

7 授業研究の継続的実施など、授業改善に取り組んでいる。  ４ － ３ － ２ － １ 

8 校内における研修の実施体制が整備されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

9 校外研修に参加している。  ４ － ３ － ２ － １ 

10 臨時採用・非常勤講師等の非正規採用職員の資質の確保・向上に向けた取組みがなされている。  ４ － ３ － ２ － １ 

11 教員の指導状況を把握し、指導が不適切な教員への対応が適切になされている。  ４ － ３ － ２ － １ 

12 校長等の管理職が定期的に授業観察を行い、教員に対して適切な指導・助言をおこなっている。  ４ － ３ － ２ － １ 

　コロナ禍において、例年参加している研修がzoom等のオンライン開催であったのでオンライン教育についての研修が中心であった。
　職員会議毎に、職員研修を今年は実施している。

上記事項などに対する改善策について

　第三者評価機構やこれからの高校通信教育の在り方を考える勉強会等に参加し研修をする。
　

【学校管理運営の状況】

　1　組織運営等の状況

上記以外に特記すべき事項について



評　価　観　点 評　　　価

1 生徒や学校の実態、保護者や地域の意見・要望等を踏まえ、学校としての教育目標等が適切に設定されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

2 学校の状況を踏まえ重点化された中・短期の指導目標等が定められている。  ４ － ３ － ２ － １ 

3 自己評価の項目は、学校の重点目標を踏まえたものになっている。  ４ － ３ － ２ － １ 

4 自己評価を年に1回以上定期的に実施されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

5 自己評価の結果を、翌年度の目標等の改善に活用されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

6 全教職員が評価に関与している。  ４ － ３ － ２ － １ 

7 外部アンケート等（生徒や保護者等対象）を実施し、自己評価を行う上での参考としている。  ４ － ３ － ２ － １ 

8 授業など学校に対する評価が実施されている場合、評価を行った生徒・保護者の匿名性の担保に配慮している。  ４ － ３ － ２ － １ 

9 自己評価結果を、設置者に報告している。  ４ － ３ － ２ － １ 

10
学校関係者評価又はそれに匹敵する評価（但し、外部アンケート等は除きます。以下、「学校関係者評価等」と表記
します。）の項目は適切か。また、自己評価との関連性が考慮されている。

 ４ － ３ － ２ － １ 

11
学校関係者評価等のための組織（外部評価委員会のほか、学校評議員や学校運営協議会等の既存の組織を活用
する場合を含む）が構成されている。

 ４ － ３ － ２ － １ 

12 学校関係者評価等を行う者に、保護者が含まれている。  ４ － ３ － ２ － １ 

13 学校関係者評価等の結果を、翌年度の指導目標等の改善に活用している。  ４ － ３ － ２ － １ 

14 学校関係者評価等を年1回以上定期的に実施している。  ４ － ３ － ２ － １ 

15 学校関係者評価等の結果を、設置者に報告している。  ４ － ３ － ２ － １ 

　クラッシーにて、生徒・保護者に学校生活に関するアンケート調査を実施し、満足度や本学のICT活用や教育活動について評価を得ている。
　それ以外の要望やご意見は各学習センターの担任等がうけて学校運営に反映している。
　オンラインによる面談や、職員会議、クラッシーによる情報発信が前年度より浸透してきている。これにより課題発見、共有、学校としての対応
　が共有されやすくなった。

上記事項などに対する改善策について

2　教育目標と学校評価の状況

上記以外に特記すべき事項について



評　価　観　点 評　　　価

1 設置者が明確な教育方針等を示し、それに基づく学校運営や教育活動が行われている。  ４ － ３ － ２ － １ 

2
学校の裁量により執行できる予算の措置など、学校の裁量を高め、学校が自らの運営の改善策を講じやすくする工
夫がなされている。

 ４ － ３ － ２ － １ 

3
生徒の状況（学力等の状況や問題行動等）や安全管理等（不審者情報等）に関する情報を適切に設置者と共有でき
ている。

 ４ － ３ － ２ － １ 

4 学校が課題と考える事項について設置者と共通理解が図られている。  ４ － ３ － ２ － １ 

5 設置者と連携し、教材・教具・図書の整備が適切になされている。  ４ － ３ － ２ － １ 

6 設置者と連携し、学校教育の情報化が適切になされている。  ４ － ３ － ２ － １ 

7 設置者と連携し、学習・生活環境の充実のための取り組みが行なわれている。  ４ － ３ － ２ － １ 

　今年は特にICT教育環境の充実に力をいれている。プロジェクター、インタネット環境を整備した。

上記事項などに対する改善策について

3　設置者と学校の取組の状況

上記以外に特記すべき事項について



評　価　観　点 評　　　価

1 学校に関する様々な情報が、分かりやすい内容で提供されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

2 生徒の個人情報の保護に十分配慮している。  ４ － ３ － ２ － １ 

3 学校評価（自己評価・学校関係者評価等）結果を広く一般の保護者等に公開している。  ４ － ３ － ２ － １ 

4 学校便りや学級便りの発行など、主として保護者を対象とした情報の伝達・公開が適切に行われている。  ４ － ３ － ２ － １ 

5
情報公開手段として、ホームページを活用するなど、広く地域住民等に学校情報を周知・公開するための工夫がされ
ている。

 ４ － ３ － ２ － １ 

評　価　観　点 評　　　価

1 学校運営へのＰＴＡ（保護者）、地域住民への情報提供と参画及び協力がある。  ４ － ３ － ２ － １ 

2 地域住民から寄せられた具体的な要望や意見を把握し、適切に対応している。  ４ － ３ － ２ － １ 

3 学校開放などを実施している。  ４ － ３ － ２ － １ 

4 学校評議員や保護者との懇談や学校運営協議会の運営を実施している。  ４ － ３ － ２ － １ 

5 地域の自然や文化財、伝統行事などの教育資源が活用されている。  ４ － ３ － ２ － １ 

6 授業や教材の開発に地域の人材など外部人材を活用し、より良いものとする工夫がなされている。  ４ － ３ － ２ － １ 

上記以外に特記すべき事項について

　　5について地域の伝統行事について、積極的にかかわる特別活動を計画していたがコロナ禍によって実施が困難であった。
　　このような状況下であるがペーロン競漕などの伝統行事の学習活動は継続している。

上記事項などに対する改善策について

上記以外に特記すべき事項について

　　　生徒、保護者への情報は紙による連絡のほか適宜Classiにも掲載して広く伝わるよう努めている。
　　　ホームページの問い合わせは毎日きれることはない。これは学校活動をみてもらい周知、伝達ができていると考えている。

上記事項などに対する改善策について

2　学校と保護者・地域住民等との連携協力の状況

【学校・家庭・地域の連携協力の状況】

1　学校に関する情報公開の状況



評　価　観　点 評　　　価

1 生徒・保護者が学校に満足しているかどうかや、重要と考える事項が何かを把握している。  ４ － ３ － ２ － １ 

2 教育相談体制が整備され、生徒・保護者から寄せられた具体的な意見や要望を把握し、適切に対応している。  ４ － ３ － ２ － １ 

3 授業など学校に対する評価が実施されている場合、評価を行った生徒・保護者の匿名性の担保に配慮している。  ４ － ３ － ２ － １ 

上記以外に特記すべき事項について

今後の意見回収の仕方、聞き取りについて工夫改善を行いより多くの意見を集約するように努める。

上記事項などに対する改善策について

３　学校に対する生徒・保護者の意見・要望等の状況


